二〇一七年度、劇作講習会　優秀作品
【今回のテーマ設定】
①　「もうだめ。」という台詞を入れること。
②　「なんで、あの時言ってくれなかったの。」という台詞を入れること。
＊　どちらも、多少口調のアレンジがあって良し。ト書きを入れること。
最優秀は以下の３本です。順位はありません。作者は、地区別に
　Ｂ地区　桜塚高校　　　　　２年　　　福岡　沙弥
Ｅ地区　咲くやこの花高校　２年　　　髙木　沙羅々
Ｉ地区　鳳高校　　　　　　２年　　　山村　菜月　　の３人です。（敬称、略）
（１）「サーカス」　　　
　　　　　　福岡　沙弥（　Ｂ地区　桜塚高校）
　　　　　　　男が走ってくる。
男　　はぁ…はぁ…にげないと……ここから　早く！
団長現れる。男の肩をつかむ。
団長　やぁやぁこんばんは。そんなに急いで、もったいない！　サーカスを見て行きたまえ！
男　　は…？　あんたの言うとおり急いでいるんだ！　放してくれ！
団長　さぁさぁ皆様お集まり、素敵なショーの始まりだ！
楽しげな音楽や楽しげな声が聞こえるが、誰もいない。　
団長　どんどん勧め我らの行進よ。
男　　我らって、あんたしかいないじゃないか。まったくふざけている！！　帰らせてもらうぞ！　チケット代なんぞ払わないからな。
　　　　　　　団長、メガホンを出してくる。
団長　（小声で）チケット代なんて請求しませんよ。
男　　なんでメガホン使って小声！？
団長　ああ、あなたさっき私以外だれもいないと言いました？
男　　…？　ああ。聞こえてる声だってＣＤかなんかだろ？おまえ以外いないじゃないか。
団長　ああ！！　嘆かわしい！！　あまりに悲しくて笑ってしまいますよ。
　　　　　団長爆笑している。
男　　なにがそんなにおかしいんだよ！！
団長　おかしいのではありません。悲しいのですよ。あはははは！！
男　　狂ってる…。
団長　狂ってる？　狂ってる！　ああそうです。私は狂っているのでしょう。そして、これがふつうなのです。あなたの方がよほど狂っている。誰も見えないあなたの方が！！　ほらほら耳を澄ませてぼんやり聞くのです。その声は本当に喝采ですか？　…それとも…。　
男　　なにを言って。
　　　　　　　　楽しげな声が悲鳴に変わる。
男　　…え、なんだよこれ！　なんなんだよ！！　
団長　ああ…聞こえましたか。苦しそうでしょう。悲しそうでしょう！　これはあなたが苦しめた者の記憶です！
男　　苦しめた者の、記憶…。
団長　ほらほら何度も何度も一度でどうぞ！　一つ一つ沢山どうぞ！
声　　おまえよりあの子の方が…。
声　　なんでお前が生きている。
声　　全部、全部あなたのせいよ。
男　　…いやだ、いやだいやだ！！　もう聞きたくない！！
団長　あなたは罪を犯したのです。そのせいで沢山の人が悲しんだ。あの女性は殺されるべきではなかったのに殺された。あなたの手によって！！
男　　あああああー！！　やめてくれ！　お願いだ。殺す気なんてなかった！！　やだ死にたくない！！
団長　あははははは！！　死にたくない？　彼女を殺したあなたが死にたくない！！　とっても悲しい！　悲しいですね！…さて、そろそろ終わりかな。ここでサプライズゲストの登場だ！！
男　　ああ…すまなかった。殺す気なんて…殺す気なんてなかったんだ。ただおまえが他の男の所に行くのが嫌で…ちょっとおどかすつもりだったんだ。だからこっちに来るな！　こないでくれ！　…たのむ、許してくれ…！！
　　　　　　女近づく。何かを手に持っている。
男　　うわぁぁぁー！！
　　　　　　女、男を抱き寄せる。
男　　…え、
女　　愛してるわ。ごめんね。あなたにこれを渡したくて、あなたに内緒にしてた。ごめんね…生きて。
　　　　　　女去る。
団長　おやおや予想外。
男　　なんで。なんであのときに言ってくれなかった…！！　ごめん、ごめん…。
団長　なんだかおもしろくない結末ですね！　おもしろくない、おもしろくない！！
男　　もうおれはダメだ、ダメなんだ。なぁ殺してくれよ！　なあ！
団長　それはいけません。
男　　なんで！！
団長　それはもっとつまらないからです！　サーカスは楽しくなければいけないのです。…それに彼女は生きろと言ったのです。その願いをないがしろにするのですか？
男　　ああ…そうだった。俺は生きなければいけないのか。それはなんてつらい事だろう！！
団長　ええ。生きてつぐないなさい。もうショーが終わります。帰りなさい。
　　　　　　暗転
団長　それにしてもこのままだとつまらない。そうだ、ちょっとしたサプライズでもしておこうかな♪
　　　　　　明転
男　　…ねてた、のか…？　ここは家？
　　　　　　男、まくらもとに女にもらった物を見つける。
男　　ああ、夢だったらよかったのに。
　　　　　　女、登場。
女　　おはよう。誕生日おめでとう！　それ私からのプレゼントなの。内緒にしてごめん
ね！
【講評】
●面白い。団長のキャラクターがよく生きてます。
●団長のセリフがおもしろくて薄気味悪くて素敵です。人生の道化、サーカスという設定
もしゃれています。ラストの矢継ぎ早のどんでん返しの技もきいています。

（２）「トイレをかける少女」
　　　　　　　　　　　　　　　　髙木　沙羅々　（Ｅ地区　咲くやこの花高校　２年　）
　　　　市役所の男子トイレの個室、洋式。その中で少女がうずくまっている。都会の真ん中にある市役所で、人がにぎわっているものの、トイレの近くの人通りは少ない。
男　　もうだめです。
少女　こっちもがんばっとるわ。
男　　早くしてください。
少女　そう言われても。
男　　あ～、あ～もうだめですね。来ちゃうね、これ。
少女　もう一回教えてくれよ。
男　　だから、座った状態で左を向くでしょ、そこにある銀色の細長い横になってるやつをカチャってやるんですよ。
少女　う～ん、でもやっぱりなあ。こんなところに座りたくない。
男　　え～。あ、じゃあもう座らなくていいですから、声のするほうを見てください。
少女　･･････全部の方向からきこえる。
男　　わ～立体音響って言ってる場合じゃないですよ。本当にいい加減にしてくださいよ。
少女　私だってなぁ、こんな所早く出たいわ！
男　　いきなり怒る。
少女　なんじゃあここは。狭い、くさい、汚ない、暗い、暑い、白い、丸い、形容詞の巣
窟か！　ほんまに。
男　　なんなんですか、もう。
少女　ほんでもってなんなんじゃ、この紙は！　『トイレットペーパーは持って帰らないで下さい。』　『トイレットペーパー以外は流さないで下さい。』　こんなもん、トイレットペーパー持って帰ったやつに直接言え！　かばちたれが！　これも、トイレットペーパー以外を最初に流したやつにきちんと目を見て言ってやれ！　はるな、紙を。ただでさえ狭めぇのにせまくなるじゃろうが。温度とかちょっとあがるじゃろうが。
男　　すいません。
少女　なんでお前が謝る。
男　　トイレットペーパー以外、流すから。っていうか流しに来たから。
少女　は？　っていうかトイレットペーパーってなんな。
男　　知らずにしゃべってたんですか。
少女　なんかこう、言いたくなるけ、『トイレットペーパー』って。
男　　知りませんよ。
少女　そんなことよりお前、なに流したんな。
男　　いや正確にはまだ流してませんよ。流しに来･･････。
少女　ま、ど～でもええわ！　お前のせいでなあ、この紙がはられて、この部屋の温度上がっとんじゃ。
男　　だから！　僕は今から流すんです。
少女　は？
男　　過去を、トイレに流しに来たんです。
少女　何よ～んなお前。
男　　聞いてくれますか。
少女　お、おう。
男　　明日、僕は結婚します。婚姻届も書きました。子供の頃からずっと決めてたんです。
保証人は絶対、大好きなおばあちゃんと親友のサトシになってもらおうって。でも
大好きだったおばあちゃんがこの間亡くなって。僕は自分の婚姻届より先に、おば
あちゃんの死亡届を、この市役所にとりにくる羽目になりました。そして、人生に
絶望していた僕は、ここの受付で、初恋の人と再会しました。その時気づいたんで
す。人生の分岐点は市役所にあるんだって。
少女　･･････で、なにしにきたん？
男　　その初恋の人―ミキちゃんは、今やサトシの前の奥さん、シングルマザーになっていました。僕はとっても悲しくなって、自分だけが幸せになるのがとても許せなくて。許せないなら、忘れてしまおう、そう思った僕は気づいたら走ってました。
少女　走った。
男　　走って、走って、走って。ここから三キロも離れた実家につくと、ぼくは階段をかけ上がり、二階の僕の部屋のベットの下に隠した、お母さんに見つかっちゃいけない本たちのその中でも、最高の一冊にはさまった、この、この手紙を持って、また走ってここに戻ってきたんです。
少女　息をきらして、走ってきた。
男　　高校生の時、生まれて初めて書いた手紙です。ミキちゃんにあてた、最初で最後のラブレター。
少女　私も、息きらして走っていた、さっきまで。
男　　えっ？
少女　家族はどこに行ってしもうたんかわからん。生きとるんかもわからん。ただ、生きんといけんと思って、走っとった。朝、パッと空が光ったかおもうたら、山も向こうで真っ黒い、でっかい雲がお空に浮かんどった。父ちゃんも母ちゃんも、仕事で市内に行っとって、ばあちゃんが、ありゃ市内の方じゃのぉって言うとったけ、気づいたら走っとった。山のてっぺんから市内の方を見ると、なんや火事か、いや違う。もうな～んにもありゃせんかった。父ちゃん、父ちゃん、母ちゃん。人なんか、ものなんかわからん中を走っとった。あつかったあ。ほんで、ひらめいたんよ。市役所行けば、だれが誰をさがしとるか、誰が生きとるかわかるんじゃないかって。そんで、多分、市役所について･･････そんで、そんで。
男　　そんで？
少女　わからん。大っきい音がして、そっから気づいたらここにおったけ。
男　　･･････。
少女　なんな、泣いとんか？
男　　泣いてない。
少女　こんなせまくて、あつい所、はやく出たいのお。
男　　僕も、手紙流したい。
少女　それはいけんことじゃないんか。
男　　僕のたいしたこともない過去もだけど、君の過去も流そうよ。
少女　へ？
男　　忘れてしまった方が楽なこともあるよ。はい、手紙。（下から手紙を差し入れる。）
少女　いやじゃ。
男　　え？
少女　流さんよ、私は。なんで忘れにゃいけんのんな。
男　　･･････僕は流すよ、僕のだけ。だからさ、あけてよ。
少女　あけ方が、帰り方がわからん。帰れるんかも。
男　　じゃあ僕が送っていくよ。
少女　うん。あ。
男　　どうしたの。
少女　あいた。
男　　え？！
少女　押したらあいた。
男　　･･････やった、やったよ！　すごいよ。
少女　なんな～。押したら開くんじゃんか。なんであの時言ってくれんかったんな。
男　　ご、ごめん。トイレ行きたくてどうしようもないときって周りが見えなくならない？
少女　知らんわ。　･･････ってかお前、それ。
男　　な、涙だよ！
少女　もらしとるじゃん。
男　　言うなよ！　君が出てこないからだろ。
少女　わかった、わかった。今見たことは、水に流しちゃるけ、はよ手紙、流してこい。
男　　う、うん。
　
　　　　男、手紙を拾い上げ、水面にわた毛を浮かべるように、そっと手紙を便器に落とす。そして、ひとおもいにレバーを押す。トイレの流れる音だけが響く。

男、ふっきった顔で笑って少女を振り返る。
男　　え･･････？
　　　　そこには誰もいなかった。都会の喧騒が戻ってくる。
講評
　●　面白い。セリフもいいし、お話がちゃんと完結している。
　●　すごい、すごすぎる。
（３）二年目の告白
　山村　菜月（Ｉ地区　鳳高校　２年）
　登場人物
　　男
　　女
　

　　　男の部屋。男と女が向かい合って座っている。男は女物の服を着て客席に顔が見えないよう座っている。

女　何で……何であの時に言ってくれなかったの……。

男　……。

女　あの時に、出会った時に言ってくれれば、私だってちょっとは考えられたかも知れないじゃない……。

男　……。

女　私、今まで偽りのアナタと喋っていたの？上辺だけの関係だったの？ねえ、答えてよ……。

男　……。

女　どうして女装癖があること黙ってたの！

男　（急に立ち上がって）し、仕方ないじゃないか！俺だって好きで黙ってた訳じゃないよ！

女　じゃあどうして教えてくれなかったのよ！

男　逆に聞くけど、君が告白してきた時「実は俺、女装癖があるんだよね！」って言ったら付き合ってた？！

女　ない。

男　ほらあー！やっぱりそうなるじゃないかー。告白された瞬間フラれるみたいな訳分かんない事になってたじゃないか！

女　それにしたって、わざわざ、今日バラす必要はないんじゃないの？

男　バラしてないよ。君が勝手に俺の部屋に入ってきたから……。

女　部屋に入ったらまあ大変！

男　わお！（合いの手風）

女　女の姿の彼氏さん！

男　はい！

女　後ろ姿で別の女と思っちゃったじゃない！　浮気か？　お？　浮気か？（男の体をつつく）
男　やめてよ、痛いよ！　浮気じゃなくて俺だよ！

女　はぁー頭痛くなってきちゃった。

男　だから家に来る時は電話してって言ってたんだよ……。

女　へえー？　じゃあ何？そんな日常的に女装を楽しんでた訳？

男　はい……。（申し訳なさそうに）

女　はいもう駄目です、終わりです私達。

男　は？！

女　裁判よ裁判！何とか詐欺で訴えてやる！

男　やめてよ！何もだましてないだろ！

女　いいや、あなたは自分の心をだましていたわ。

男　何かっこよく言ってるんだよ。

女　ていうか、今日私が来ることぐらい想定しておきなさいよ！

男　何で。

女　はいキレたー私キレたー。破局決定！さようなら！

男　何だよ急に！

女　あなた何にもわかってないのね！

男　何でそんなこと言うんだよ！

女　だって今日何の日か覚えてないでしょ？！

男　付き合って二年目！

女　正解！

　　　お互いににらみ合ったまま少しの間沈黙。また向き合って座る。男は正座。

男　二年間、黙ってたのは悪かったけどさあ……。
女　けど何？

男　俺だって好きで黙ってたんじゃないし、許してくれないか？

女　……。

男　頼むよ。俺、君を失いたくない人だ。

女　えっ……？

男　告白された時、いや、される前から、実は君の事が、その……。

女　……はっきり言いなさいよ。男でしょ。

男　うん……君の事がずっと、好きだったから。こんな趣味があるなんてバレたら、もう顔も合わせてくれないと思って……。

女　そうだったの……初めて聞いたわ……。

男　言ってないから。

女　そうでしょね。

男　なあ、お願いだ。こんな俺を、受け入れてくれとまでは言わない。だから、見逃してやってくれないか？頼む！

　　　男が手を合わせ、女に懇願する。女は少しの間無言でそれを見つめている。

女　……そうね。見逃してあげるわ。（少し微笑む）

男　じゃ、じゃあ……！（顔を上げる）

女　なんて言うと思ったら大間違いじゃ！（急に立ち上がり、男は驚いて倒れる）

男　えええー！？今見逃す流れだったじゃん！

女　大体、その柄！（男の服を指さす）

男　柄？

女　流行遅れなのよ、花柄なんて。

男　ええ？

女　その形も、あなたの長い足を隠してしまうわ！もう最っ低なセンスね！

男　ボロカス！

女　立ちなさい！

男　はい！（立つ）

女　この色も体のラインをボヤーッとさせてしまうでしょ？！

男　はい……。

女　何考えて生きてるの！

男　存在否定！？

女　ほら、行くわよ！

男　え、どこに？

女　買い物よ！さっさと外出歩ける格好に着がえて。

男　えぇ、何で！？

女　決まってるでしょう。あなたにも似合う服、買いに行くの。男一人じゃ、簡単に女物

　　買えないじゃない。ほら、着がえた着がえた！

　　　女、男の背を押し着がえさせに行く。男が舞台上から消える。

女　もう……二年目最初で、最っ悪なデートだわ！

　　　笑顔で男に向かって叫び、男の後を追う。

講評
　●　面白い、設定もいいし、会話もいい。オチもいい。

　●　追加した分が、落語調でテンポがよく、面白い。

　●　テンポ良い会話から、すんなりおさまった二人に驚かされました。新しい二年目のスタートに期待します！笑

　●　人物の心情がよく表れています。さらに、大変怒っていた女がすぐに受け入れ――いや「見逃」せたポイントが少し伝わりにくいので、二人の関係性やエピソードをもっと練ってふくらませて下さい！
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